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現在、わが国における原子力関係の文献や記事の多 くは翻訳によるもの

が始えどである。従つて、訳者によるその違いは読者に混乱を与え、いず

れが正しV｀かその選択に迷 うのである。これでは吾々は正しく原子力を理

解するた とが出来ない。そこで、当研究所は正しい用語の統∵を図る必要

≧痛感した。

たなたま原子力談話会において既に用語め整理の仕事≧進めて
いること

≧間き:同会の諒承を得て。その用語を澤!用 することにし、さらに‐立花

昭氏に注訳を附していただいて約 1000語 を収録する訳語集≧刊行するこ

ととした。         ‐

原子力の分野は全 く新 し
いものであるため、その用語の統一肇理 は一朝

|―夕 lCし て完了できるものではな V｀ので、同談話会 としても、広 く各界の

方々か ら御批判 とv｀ただきたいとのことである。

ここに原子力訳語集をfJl行 するに当つて趣旨と経過 ≧述べ、原子力談話

会並びに註訳をt/・ただいた方々への御好意を戚謝し1各位の充分の活用を

御顆いする次オである。

昭和 29年 12月

財団法人  露 力 経 済 研 究 所
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I. A,bOmb

原子力訳語集 (解説付 )そ の一

原子爆弾。        .‐

〔解 〕 atOnic bOmb参照:

2 absorption tttJ反 。

〔解 〕 中性子や陽手 や その他 の粒子 が原子核 にあた う、そあ中べ取 う

こまれてしまぅ現象。

3_ abundance Of isOtopes 同位元素の存在比 (または合有率 )6

〔解〕 ある元素でできた試料中に,い くつがの同位元素がどれだけの

割合 を占めているかを表わす比率。

4 acce■ eration  加13基。

〔解 〕 電子や陽子や重陽子などの粒子を、ムつう電気的あるいは磁気

的方法によつて次オにはやく走らせること。

'acce■
erator_ 加速器 (力E;藁装i琶 )    

「    :

〔解 〕 荷電粒子を加速させる装置であつて:その構造らちがいにょつて

て、ベータ トロン、す 4タ ロト●ン.シ ンク●トロン、シンタ●サイタ イ~

ロトロン、線型加速器、パソ・ ド・グラフ・
コッタロフト.フ ″ トンの

加速器などがある。                      .

C activity 郷じ村育じ。                  |       ■

〔解 〕 radioactivity 彦摯貫薇.

7.AEC 原子力委員会。

〔黎 〕 アメリカの原子力計画に関して■切を統轄する政府機関

▲tOmiC Energy C6mmi島意三onの略称。 | ‐    |

aa■phattdёcay(″ 二aeCay)ァタレジ■崩壊又はアィハ崩壊:::■

〔解 〕 放射性崩壊 の一種 :原子核がアィ ラァ粒子 (アー′ィ■粒子 ).を撃

き出してt自身が花ち尭素あ療手級
'こ

から1る現象:あ とlltできた原子核
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1ま もとのものようも原子番号が
2i質量数が 4だけ低 い。    1 11 11

9,ia■pha望皇tt食エ アノイフア(ア
″′`)放射怪物質。     ■||

〔解〕 アνフテ(アル
メ)崩壊をおこなう性質をも?々原子核

ような ‐

る物質.ラ ィウムは特に有名であ19   ‐       .

10.a■pha parti919  ア′
ンフア(ア イメ )粒子。   |  | | 

‐

1解 〕 ヘリウ
ム元素の原子核にl・9かならないつであるが、

ア
ィ
フア ‐

tアノン")崩壊の際にとびだしてく
るので、そう呼ばれてY｀るo物質ヤ|

ある程度まで透過 し、
とくに電離作用 (‐ イ

オジ化作用 )が強 Y)。  |

11.、 a■pha―raaioaciive■呻:tanceァ
ノンフア("″ )`放撃性物軍|

〔解〕a.pha e轟itter参琴.               ‐

12.a■pha ray アメノフア (ア ノ
ン́ )線。

(解 〕 アノンフア (ア
ノンハ )粒子の流れ。

13.理 Pヾ_(ANPP)航 空機 用原子カ
エンジソ (計画 )。

(解 〕 原子炉 をとくに航空
機 の推進用に幕l用 する計

画であ
つて、

と
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AirCraft Nuc■ ear Propu■ 3■
On Prograコ の略名。現在

アメリヵではその設計とそのため
の研究がなされてt/bる段階である,

14.Argonne NatiOna■ Laboratory 
アノンゴィ
ヌ歯立研究所:

藻
y丁
「
1義中原子爆弾製準事 Lrlのため

の研究の一中心 として
1194,午

多

"ゴ

ら近 くに作 られた。現奪
シカゴ大学 に よつて運営 されて

いる
,

i,artifiCia■ ttaCtiVity l入 工放
射能。

〔蘇 〕 人
=的
に1反|をあ乙さ

せた結果生まれた放射性同年
元率9,

り放射能。
|    |  . 1                ‐ |

■麹■原子_ 111壼患:墓 ,:二 1よた、|■‐|lt解 , 物質を構成する暴小否可1            ‐



0

子核 ような

ア ン フ ア

る。物質 を

政射怪物質。

〉つてぃ   |

,路名。現在

Pで あ る。

こ研 究所。 |

して 1943年

にている。

爾位元素のも

たもので、な

_3-

とえば水素は水素原子から、酸素は酸素原子からなう、費た水は水素原

子と酸素原子の結合からなる:現在では原子は原子核とそのまわうをと

うまくいくつかの電子とからなることがわかつている。燃やすとか駿や

ア″カリと反応させるなどの化学的反応では原子をこわすことはできな

ν｀。

17.atomic 原子 の (形容詞 ).

〔解 〕 原子に関係することを示すことばであるが、最近ではむしろ

nuc■ eal(原子核の )と いうべき場合に政で使われることが多い。

18.atOmic bomb 原子爆弾。

〔解 〕 核分裂連鎖反応 ≧瞬間におこなt/・、その際放出さ4tる真大なエ

ネ″ギーを利用する爆弾。戦時中アメリカで完成 し、ォ 1弾は1945年

7月 16日 アラモゴ″ ドで実験し、オ 2弾は広島、オ 3弾は長崎にもと

された。爆薬は核分裂性物質クラニクム235裁たはプ″トニウム23

9である。現在ンピ‐卜およびイギノスも所有している。

19・ atomttc energy 原子力.

〔解 〕 原子核エネノンギーをさす通俗語。 (nuc■ ear energy参照 )

20.AtOm■ c Energy Oommisslon 原子力委員会 .

〔解 〕 略称AEC.            :

21 atomiC_energy二⊇■ュ讐t_原子力発電所、原子動力施設。

(解 〕 nuё lёaF power p■ant 参照。
1           1    :            ‐22 atomic経 鴻 s 原子 の質量。

〔解 〕 atomュ c tteight参照。   |‐
23.atOiic.Inass unit(a.m.url,attt)原子質量単位。

〔解〕 原子繊物理学で用いられる質量あ車虚 1広ちを、醸楽 1る (91う
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の原子の質量を16と きある。
la五n‐ 1・66x10・ 4(1.66の 1億分

の 1億分の 1億分の 1)グ ラム.

24           原子番号。

〔解 〕 原子核中に合女
れる陽手の数をその元素

の原子番号 とV｀ う。な

とえば水素は 1番、
ヘ リウムが 2番、ウラ

ニウムは92番である。した

がうてふつう原子番号が高
いものほど重い原子核 とも

つ元素であると考

えてよt/to

2'.atOmlq pl■ 0 原子炉。

t解 〕nuc■ ear reactOr 参照。

疵・
|:」1璽{」籠III『]L [ffIILさ

れるエネル1~を指しモ

いる(轟力)o(Auc■ ear pOWe`参照)

27.atOmic power p■ an■ 原子力発電所。

〔 解 〕 五uc■ ear pOWer p■
ant 疹` ;照 o

ηl.1■整型豊L型墜華菱豊 原
子量。

〔解 〕 原子のも
つ質ま 目方 )o

わす。

29. ba9kgFOuna  バックグ
ラクノド.

〔解〕 とくに放射線を計捩Jす
る場合、宇宙線などの自然

の影響が測定

に加わつてくるととになる。
乙,いう種類

の診 をすべて ツ`クグ
ラク

ンドとVく うのであつて:実測値
からバツタグアウゾドを差弓1い

ては,じめ,

lt求める値がえら■
'■30`barnバ・ ィ.

〔轟 〕1核反応 1噸面舞年示す干年
o

― 辞ノ

3軋 遡掬藝」

【編静〕

,テ 薔

勝鳳 吻

ふつう原子質量単位 (lmn)で表

1パ■ゾ‐10~14平ガ.ィ |ィ

【瑚肺】

む _刊

子 割

暉 `融
|‖

3ユ 獅

I螺 |

伽 圧

彊 巾

■2

34加

〔櫛

た 上

3■  b

〔臨

負 E

範 綴

3仁  営|

〔電

3■  1



66の 1億分

卜とい う。た

あるも した

であると考

―≧指 して

■ma)で 表

D影響 が測 定

Pッ クグ ラク

!い ては じあ

子方 センチ メ

31.
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~卜 ″ (1億分の 1億分の 1億分の 1平方 センチ )。

BEPO ピーポ。

〔解 〕 イギリスのハ ーシエ″原子力研究所にある実験用原子炉。天燃

ウラニウムと石墨 を使用.
奪

32 bery■■i■■(Be)ベ リツシム。

〔解 〕 原子番号 4。 原子量 9,o2.比重 1.85、 融点 1300ん 13,0

じ。天然のベッジ
考1は すべて

1種類あ同位元素 &Pか らなる。 中性
子 を零収することが少ないので、原子炉の減速材や反射森に用 V｀ られる。

以前にはグィンシユウムとよばれたこともぁる
`

33.bEta_oeCly(β ―decay)ベ ータ崩壊.

〔解 〕 放射性崩壊 の一種。原子核がベータlll子 とはき嵐して、自身は

他の元素の原子核にかわる現象。崩壊後のものはもとのものと質量数は

変わらないが、原子番号ti―つかわ /」 xる。負 (陰 )のべ
=夕
崩壊の際は

1つ増し、正 (陽 )のベー́ 崩壊のときには1つ減る。

34.上9ta 9mitter べ _夕放射性物質 .

〔解 〕 ベータ崩壊 をする性質 をもつた原子核からなる物質。最近では

たとえばス トロンチウム90が よく知 られている。

3, beta partic■ e  べ _夕粒子

〔解 〕 べニタ崩壊の際に原子核から高速

負のベータ粒子は電子そのもの1/tほ かなら

気的にプ7ス である点以外は電子と全 く同

3a beta_radioactive substance

〔解〕 bёta ёinitter 参照
`

3■  beta radioactュ vity べ・ 夕放射性

度でもつてはき出される粒子。

ない。正のべ=夕粒子
は.電

じような粒子である。

ベータ放射性物質6
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〔解 〕 ベータ崩壊 とする性質。                 |  |

38.beta ray  ベータ線。

〔解 〕 ベータ粒子η流れ。                 |   ‐

39. beta―ray Spectrum

〔解 〕 ベータ線ス
ペクト′ン。ふつう―・ ―夕線は

いろいろな澪さの
べ‐

.:

夕粒子の集まうであるが、どん琴速さのも
のがどれほど合まれているむ| |

を示す分布をス
ペクト″とt/・ う。

40.beta transfOrIIlatiOn ベータ勇51喚。                  1

〔解 〕 beta decay 参照。

41・  betatrOn  ベークト・ プ。

〔解 〕 電子を高速度に加速す
る装置の
二種。 1941年アメリカη  l

DoWoKerstに よう考案されたo加速
された電子とクーグツト(ま |の

板、たとえばタングステノ)にぶ
つつけると高エネノンギーのエツィ子棒

が出るので、エツク´線源 とし
ても実用されて V｀ る。        |

42.BeV ピリオン エ́ンクトロプ・ボノント110億 電子
ボノント.

〔解 〕 ev参 照。

43. beVatron  ―・バ トロン.               .

〔解 〕 陽子その他
の粒子を Bёvの程度のェネノ

ンギー
,こ
曖で加速する

ための装置を指し、最初のも
のはアメ
'1の
カリホルニヤ大華に作られ:

た。                             ‐
:

44聖 inding energェ  結合
工

lし 、覆Lに そヤ■を構先えチる陽 F二 1111
〔解〕 原子核の結合

エネノンギ~

性子の個 ば々らばらに分解すうと
すれば1それに必要キする‐ネィギ

‐
|

1 あと二でぁる。したが?て ,外からそれだけの
エネィギニヒ原子杯年摯 |

樅 儡‖
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うな速さのべ■

ドま|■ てレ`る力、

アメリカの  |‐

ダツト(ま との

一のエック

^線

ゞノン ト.

にまで加速する

ヤ大学に作られ

成する場子 と,中

iる エ ネ /ギ ■:

―を原子核 1/4は |

4'.
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たらかせない限 う、原子核がこつばみじんになることはない。

bio■ o二 ica■ ha■ f_■ ife  生物 学 的半減期 。

〔解 〕 放射性物質を人体あるいは生物体内に授取した場合には、放射

性崩壊によつて放射能が減少してゆ、ほかに、生理的に排出されること

を考える必要がある。この後者の影響によつて放射能の半減するのに要

する時間を生物学的半減期という。 (efFeCtive ha■ f_■ iFe参照

4a Boron(3) 硼素、ボロン。

〔解 〕 原子番号 5、 原子量 10.82、 比重 2.45～ 2.54.融点 2300

天然の欄素は、 B10(18.4%)と B ll(81,6%)ょ ぅなる。B10

とくによく中性子を吸収する。

47.breeder 増殖型原子炉、増殖炉。

〔解 〕 核分裂性物質 を増殖する仕組みになつた原子炉。ふつ ,中心部

に核分裂性物質 を配置 し、その周囲≧天然 クラニウムまたはクラニウム

238ま たはトッシムでとうかとんだ構造をもつている。
・48_breedi,g 増殖。

〔解 〕 原子炉では核分裂性物質を燃料として燃やすわけであるが、そ

の際原子炉中にあらかじめウラニウム238武 たは トリシム232を通

当な配置に仕込んでおけば、それが中性子 を吸収 してプ′ントニクム2,

9またはウラニウム233に 転換する。そこで、この新 しい核分裂性物

貫の生峻llる 割合が燃やすために核分裂 i性物質が費やされる割合以上に

なる場合、これを増殖 という。

49. Britis■
J:主111rttal unit  (BTU)

〔解 〕 熱量を示す単位 のユ種。■ BTuは

度あげるに要する熱量である。した.がって

り

　

は

１

・　

　

２

ぷンドの7Jtの温度≧華氏 1

52ヵ ロリ.に等 しV16
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5o  Caamium (ca) 夕1ドミツ,。
141. 11≧ :.6'1議 tノ煮」71P::走夕ヽ

|
〔解 〕 原子番号 48、 原子

量 11)ic■

08,ュ|,%)| こdll.(11:|
の勇ドミクスはCld 19 6(1:4“ :

3%)、 Cd lll(13,9F)Cd l12(24.2¢
)i Cdl13(12.3つ .

ca l14、 28,多 )、  こ'di16(7.3%)よ
うなる。カドミ7ム は中等

子とよく吸収する。

51.し五五五ing罐づめ、罐づめ作業.       `1 1 ‐   i

〔解

' 

多ラニシム棒鷺原子炉に仕
込口際、棒鷺金属

の崎 に警甲レ

`用
いる。その金属としては

ア/ミ ニウムあるいはジイマ
‐シムを用い.る o

この手続き≧罐づめ作業
というoこ の目的は、ウ

ラテク
ム棒鷺酸争

から

防ぐことと:分裂生成物
の逃げだすのを防く

｀
牟ゆである。 1

52. CaptWre  捕獲。
     :ヵ :去撃嚢:去らっふふ1嘉ぇ11る|

〔解 〕 中性子や陽子
などの粒子

豪.ょっうそのあと原子核
から何か粒子を出すかガイT線

を出す|ヽ :事

たは核分裂≧する。

,a captttP rOactiOn捕獲
反応 .

〔解 〕 界手林反応
の うち捕獲 をお乙す反応 .

54&ゆ載r9CroSS SectiOn 捕獲
断面積。

参照 )

〔=解 〕
'捕
獲反応に関する断面積。(OroSS S9Ct19n

5三 ιarbo五 (C)炭素。

〔解 〕 原子番号
6,原子量 12.01‐ 馨点 3,00じ以上

。比重 3.F2

('41キ モンド)、
225(石 墨 )、 0・

'-1・

0(無定形 )1天然の零

素はc12(98P,|)と
C13(Ⅲ %).な らなる:中性子を吸収

す11

Lが少な0｀ので麻子Fの減事材 ||`¬
V〕 ら千
る。   ■

1廟臨  C

ぼ個

嘲卜_

.  
同

凱   呵

旺1

1111[・

1匙ト

1椰阻

〔

6

卿甑

浙

』

喘

欄

嘔肛



点 321じ 。天然

)、  Cdll° (12.|

d l13(12.3%).

ドミウムは中性

資 に密開 して用

クムを用いる。

ム棒 ≧酸化か ら

'て捕えられる現

'線 を出すか、ま

On 参照 )

上。比重 3.,7

ヒ形 )。 天然の炭

L子 を吸収するこ

-9-

5a c亀 ,■oti te ヵブレノタイ ト.

〔解 〕 重要 なクラン鉱 の 1種。酸化 ウアニク,(V93)ヤ 50～ 65

嬌.肇化 バナジウムを 18～ 20%含 む:主 として ,ロ ラド州〕ユタ州

に藍する。

費 . 0´ rrier  キ ヤ リヤ ー ト 担 体 。

〔解 〕 少量の放射性同位元素を化学処理する場合には、同種の化学元

妻て技射性のないものを通当に哉ぜる必要がある。これをキヤリヤニと

ヽ` ラぅ       .1

58_ 3Arrier― free キヤリヤー.フ リー.菫体なしめ(形容詞):

〔解 〕 キヤリヤーの混在していない、

らなる物質 を示す。  i

5'. 3hain reaction 連鎖 反応 。

つ峻う放射性同位元素ばかうか

〔解 〕 一般 に、ある反応が誘因となうて茨つ反応 を_bご し、それが域

た次/D反応の誘因となう、こうして反応が自動的 1/a持続す乞現象。挑
:=

えご炭の燃焼の場合は.炭素原子 と酸素分子の結合反応にょって生
:す
る

熱が次の燃焼≧誘起し、またクラテウムの核分製の場答には三
‐萩芥裂ゆ

際に出る中性子が次の核分裂をひきSと す:   ‐|: ‐   1 ・ |

50_ 3hain― reacting p■■e, chain FeaCtOri l票 萄F』戸:

〔解 〕 nuc■ ear reactor 疹舞照。      | .            :

61.COba■ t(Co)=バ ′ント.       . :´ |‐ .   : :

〔解 〕 原子番号 27、 原子量 53・94、 比重 8.9、 融点 1490じ `天
然

のコゞノントはすべてC059でぁる。原子炉中でC050と 中性子の照射に

さらすとC66Pと な 0.これはガγ'線
源 としてすぐヤ1た性質を'も つて

い る。                           |
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62,          ド: 複今幣。

〔解 〕 中
l性手や陽子やその他の粒子が原子核セ

ilI]l番
[li‐il「:■般にとには不安定ですぐに粒子をはきだしな

]

または核分裂と悠乙す:

63. 00n量■曇   f・
‐
」御棒 .

〔解‐〕
‐
原子炉ヒ∵

=の
出力で物がすため、ある

ために、その制御に用いる棒。ふつうオ
ド｀ウム

用いる。これを通当な位置まで挿人し
たう01出 し

性子の生成消滅の様子を調節
する。

64緊廻襲 冷鍮材、冷却媒質、冷却物質。

(解 〕 原子炉の冷却に用
いる物質。ふつう、水、重水、

ゥ去 :ヵ リクみ合金などの液体やi空気 .炭酸
ガスゝ,ソ

1体が用し`らにる。 (coo■ing 参照 )。

6■ COO■工,g  者):卸・

〔解 〕‐a)療子・F~は核分裂連鎖
反「

度があがるらそ、通当な物質≒通l

し、ぅ。f2X射能のある物質を取扱 :

減少するのを言つて仕事に取
う
なな
ると二がある。|と め場答

`||:|=
.|‐    .  111

爵達あ薔沐|ふ却二いう。    |‐
  ‐ ‐      ■■‐|■|

こ血●…‐
測峯|■■■■~       11講

季Ft'lF■r轟

' 

放が■|■ド≧曇純した場合
1,あ―る時澪

|  ‐       1  1 .●    :

67 ιきilteri‐96轟16i tub三 |‐■|´|■肇警寧|‐F

水銀,オ ||イ :

11111

シムなどの気|

嚢∴薔薔:ま1‐:編寡:11等
11

一一
一́二
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てできるものし

線を出した多:

を昇降させる

蒸を合む棒 を

原子炉内の中

水銀、ナト

'
ア■などの気

―つために温

Lオ■を冷却 と,

菫がある程度

罫もまた、放

てかかつた数 :

.放射線のも

監なものには

ヽ           -11-

ガイガー・カウンター、シンチンーシヨン・カウンターなど力
'あ
る。 .

68.  critica■   臨界 .

〔解 〕 核分裂 の連鎖反応が持続するためには:核分裂で生まれる中性

子が有効に物いて次の核分裂 をお乙す必要がある。中性子の無駄な損失

があまう多すぎると連鎖反応はつづかない。そこで原子炉は、それが傍

くため lr_は 、燃料の種類や減速材 の種類やその_■■置の様子、全体の形、

周囲をとう哉く反射壁の様子などに関係 したある一定の大きさが必要で

ある。この連鎖反応 に必要な限度を指 して臨界 という。原子爆弾につい

ても同様のことがある。

69.  critica■  mass  臨界質量。

〔解 〕 臨界に達するのに必要な質量。

70。   9ritica■  size 轟書:諄
`と
たきさ。

〔解 〕 臨界に達するのに必要な大きき。

71.CrOs豊_seCt■ q■  断面積。

〔解 〕 Quc■ ёar cross sectio麒 断面積。 )中性子や陽子や

その他の粒子が原子核にぶつかつて、ある反応 (核反応 )をひきち乙す

場合、相手の原子核 をある大きさのまとであると考えて、そこに金中す

ると問題の反応がお乙ると想定することができる:それ≧表わす量は従

つて面積に相当する量であう乙れが断面積である。そこで断面積が大き

い:=ど、その反応が心乙うやすいこと1/Cな る。たとえば断面積が 1バ■

)′ (10~24 平芳ャンチ )と t/・ ぅのは、切由 1平方 ヒンチの粒子の流れ

ら中にその原子核が 1個あるとこ流れのうちの 1014分の 1‐ だけが問題

7D反応 と心乙すのである。       |  ‐    1  1

72 ct‐rie  キユ ,一 、放射能 を示す単位
`1     1■

| :|

三二三二三
=■
|二
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〔解 〕 どんな放射性同位元素であ
つてもよいが、 1秒間に

'・

7X10響 ■

個の崩壊 なもこす場合、その放容能
を1キ ユリ‐という。これはだいな

い 1グ ラムのラジウムのもつ放射能 17t等 しυ)。 .   :     |

7,._9y9■ OtrOn陽 手や重陽手などの荷電粒子≧加速すう装置の 1種。|

(解 〕 1931年 E,0,ロ ーンプスが発明 した。一定
の磁場の中で1弯

番電Eを利用してウズマキ状に粒字 を走 らせてカロ速する
のがその不理で‐

ある。     1             ‐        ‐

74.Oaugh19r e■ ement 子の原子核。              |

〔解〕 放射性の原子核は崩壊して花
の元素の原子核に変わるが、元η

もの1/t対して、あとのものを子の原子核と
いう。 (par6nt 夕ゅ ‐

7兄  こeCay  ガき,表。                                  ■

〔解 〕 raaiOactiVe decay 参照。

76.deCay CttPVe 崩壊曲線.

〔解 〕 放射性物質の試料のもつ雄射能が時間
とともに変化する様子ヒ

示すグラフ。ただ 1種の放射性同位元素しかな
しヽ場合には、いわゆる指

数函数的に単調 lFd減少する。

77. deContamination 汚染除去。

◆

〔解 〕 放射性物質が器具や衣IIRな ど
に附着すると、それ

意味で汚染 したとV｀
い、それを取 う除 く乙とを汚染除去 と

78.ae■ayea n9■望2■ 遅発中性子。

〔酵 〕、萩分裂の場合に中性子がY｀ く?か放出さ
れるが、そ9う OF`|

ゎずか(1%たらず)の のヽはヽ繊

'裂

?癖商からγく`:らかをく準
「
中

てく名J約 o.ol秒から1分程度書での平均寿金のマ
｀
ぅ
い
ゃ
ち
ギマ1有 11

あ
"碁
姜れを11 ‐   ||| |‐

‐  ‐  |■ |‐

‐■|

らは放射性 の

い う。   |

臓

BII皿
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こヨ.7x l o101

1‐れ |ま だいた

壺置 の 1種 :

語の中で、交

`そ
の原理 で

)る が、元 の

)nt 参 照 )

:す る様子 を

いわゆる指

1ま放射性 の

う。    |

|の うちごく

:ふ くれて出

ちがつた .も

-13-

79._豊9uteriam(D)重 水素。

〔解 〕
Ⅲ
素の同位元率―の一

らで1質量数 2の ものに。
いう名があるも自然界の水素のうち、約 500o分の I

度存在する。

80.deutron(a) 重陽子、事水素核。

〔解 〕 重水蒸の原子核・ 陽子 1個 と中性子 1個の結合体。

験では、陽子や中性子などと同様lc h原子核 1/cぁ てる弾丸 と

用される。

81.  difFusion¨   拡散。

〔解 〕 原子炉の場合には.核分裂で生まれた中性子が、他の原子繊と

衝突し散乱して、ぃろいろな方向にはねとばされながらぎ費ょってゅく

現象を中性子の拡散という。

82三堕。lntegratiOn 崩壊.

〔解 〕  decay  参照.

8■  e■ttstic cO■■isi6n  男自1生篠子:薙 .

〔解 〕 あたか、玉突きの玉が衝突する場合のよう、クヽ、衝突の前后で運

動量 |ま もちろん、運動のェネ′レギ_も保存されるたく,いの衝突。いぃか

えれば、衝突の資えにもつていたェネ′ィや_が、衝突の際に粒子自身ら

異奮などに転用され̀ない種類のもの。             '
34 e■ eCtrOn(e)電 子 .

〔解 〕 基礎的粒子 (素粒子 )の下つ:負 の電荷 をもび、日方は軽 くて

た とえば中性子の約 186o分 の It/ム
奪で二 /A‐子 ?中 では、

1中
心 の原子‐

核のまわりに旋回している:|    :  ‐|     ‐ ‐ |.|
8■  e■ ettent  元素。                       i   :.

とくに重水素と

に峻だ足 うない程

核物澤学美

して広ぐ利

鶴

|■|■■|
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〔解 〕 た■えば水素
｀^リ ウムゞリ

ンウムなど、化学的方法
でそれ以

上単純なものに変
わることのな

V｀物質 をそれぞれ元素
とt7・ うo正確にV｀

ぇばそれを構成す
る原子 (原子核 )の も?陽

子の数がちがえば
ヽそ準ぞ

れ別々の元素であ
る。

86. emiSSiOn_ ガを出。

〔解 〕 原子核
から陽子や中性子

やガ
‐/マ線やその他 ?粒子が飛び

だし

た り、原子から電子
やニツクス線が飛

びだす場合に用
いることばo

濃縮 クラ
ニツム

,

(解 〕天然ウラ
ニウムは99・3多 のU238と

0,7,の U235

て17・るが、このうち
U235の濃震を入工中に高

めネクラ
ニ

その極限は純粋
のU235でぁる。

88.enriC卸lent 濃縮・

〔解 〕 一般に自
然界にある元素

はいくつかの風年元率
の混合摯rlr

こと力予多 V｀が・ そ
のうち特年

の同位元素の濃度
を入工的に何 らか

の方
警

で高めること。たとえば
ウ
7ニ
ウム235の濃縮、硼素10の濃縮。

色9.eqtiVa■ ent iOentgen  
当価ソントダ

プ。

〔解 〕 ンン
トグシはエツクネ線

竣たはガノ
マ線の放射線量を示

す単隼

―一 ―  ・ ´一 條 Lレ 鋳 I

でぁるが、他の種琴
の放射線の場合にも、そη

効果をデノ
マ線と螂撃レ

て単位を定めることが
できヽ これが当価ソ

プトグシである(rOentgen

とからな?

ウムを指す o

参照 )

90. :Ititec‐ 串tate_励
薇り吠態 (り葺

1奮

‡ミ:懇 )°

〔   

‐

れ揚
含
Ⅲ 夢
れ森 た 藤 脚

灘
警 fキ

. _ a‐ ,‐ イ́●Jを プを導表

I量を三二l璽漂二塁する。こうVlう裏態は不安率
でヽやギf安定ζ季

・ `

底癬 たちち?く 。

■■:1



はやい中性子、高速中性子。
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方法‐でそれ以

う。 正確に V｀

えば、それぞ

子が飛びだし

ことif。

う とからなつ

クムを指す。

)混合物 である

こ何 らかの方法

tOの農縮 :

晨量を示す単位 |

/マ線と比較 し

6(roentgen

陵にはいく?か

やがで安定な基

1  
‐

藤

91.  fast netltron

〔解 〕 速さのはやい、いv｀かえればエネノンギーの大きな中性子で、ふ

つうl MOV前后から1 0 Mev程 度のものをさす。核分裂で生費れた

ばか うの中性子 はほ とん ど全部 はやい中性子 であ る。
ヽ

92 feSt一 neutron fュ sS10n  はやい中77・L=子 |こ よるがをか肇:。

〔解〕 はやい中性子を吸収した結果生ずる核分裂.

9■  Fast reactor, fast― neutron reactor 高速中性子炉。

〔解 〕‐ はやい中性子によつてもつばら核分裂が誘起されるように設計

された原子炉 をさす。したがつて、中性子を減速させる目的の減速材は

当然使用しない。

94.fissi■ e materia■  核分裂性物質。

〔解 〕 核分裂 をおこす性質の原子核をもつ原子からなる物質。ウラニ

ウム235、 プノント三ゥム239、 クラ‐クム233は 、そい中性子に

よつても核分裂 とおとすので、原子炉の燃料や原子爆弾の爆薬に実用さ

4る 。しかしクラニウム 238ゃ トッシム232な どははやい中性子で

はじめて核分裂 を心乙すので、そのまま実用することはむずかしvヽ。し

かし中'性手 を吸収 してブ′ントニウム239あ るいはウラニウム233に

変わりうる。したがつて狭い意味ではU235、 Pu 239、 U233

をさすが、広 t/・意味ではU238や Th23 2を 合む。なおどんな種類

の原子核でも充分に高いエネ″ギーの粒子をぶつつければ核分裂はふ乙

多うるのであつて、その意味で:こ の用語は慣習的なものである。

9■  fisslon わを分裂。

〔解〕 nuc■ ear fission  参照。

96.fieSiOn fragment 分裂破片。

li三二三二三二
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〔解 〕 底1核が農募裂によ
つて割に

奪
あとの

1｀
ウら:

通類あ原子核に資かなら
なV｀。(fiSS■ 0'prOd,ct

97.           分製キ肇
物.

〔解 〕 原子核が核分裂
によつて割れたあとのもの。

ウラニウムにして

もプ′レトニウムにしても
、中性手を吸収して核分裂

をすなが:そ の曝η

割れ方は‐通 うでは
なくヽそらため分裂生成物

は V〕 ろいろな種類の原子
‐

核ふらなつて
いる。核分裂の直後は大き

な運動エネ′レギーをも?て
V:る「

も、 物質のごく薄
い層の間で止つてしま

い1運動エネ/ギ ーは熱になわ

る。分裂生成物は事実上
すべて放射性であつてヽ

べ~夕 崩攘 ≧何撃な |

重ねたすえに安定な原子核
になる。それぞれの崩壊

の半減期は極めて卒

t/h範囲にわたつている。    |

98. fisSiOnablQ 核分裂性 め、分裂性
のo

:〔 角準〕  fiSSi■ e 蒻)員薇.

99. fus■On 駒戯ィ針。

これは峻た別の

参照 ).‐

〔解 〕 nuC■ ear fusiOn

100.        融合爆弾、

〔解〕 菫yarOg`n bOmb 参照。

参照。

水素爆弾:

111‐ |

1● FI.

_IR |■■.■‐|‐■■■‐|■ |■|■■■||■■|:■■■■■:11=豪豪1 :_
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